
実践報告

教 職 支 援 セ ンタ ー活 動 報 告①

一 面 接 指 導(小 中
,養 護,栄 養 教 諭)を 中 心 と して 一

教職 支 援 セ ンタ ー特任 教 授 椋 本 久雄

は じめ に

令 和2年 度,教 職 支 援 セ ン タ ー は3名(週5日 勤 務1名,週3日 勤 務2名)の 特 任 教 授

と教 職 カ ウ ンセ ラ ー(平 均3～4名),事 務 系 ス タ ッフ1名 の体 制 とな り,令 和3年 度 教

員 採 用 選 考 試 験 の合 格 を 目指 して の 取 組 が行 わ れ る運 び とな って い た が,新 型 コ ロナ ウ イ

ル ス 感 染 の状 況 が 悪 化 す る 中,コ ロナ 感 染 予 防 対 策 の視 点 か ら様 々 な活 動 に影 響 を 与 え る

こ と に な っ た 。 前 年 度 末 の 学 校 休 業 に引 き続 き,前 期 授 業 開 始 も大 き く延 期 され,オ ン ラ

イ ン に よ る授 業 や オ ンデ マ ン ド授 業 が 行 わ れ る よ う にな り,キ ャ ンパ ス に 学 生 の姿 が 見 ら

れ な い 状 況 の 下 で 前 期 が 始 ま っ た 。

教 職 支 援 セ ン タ ー の取 組 も この よ うな状 況 の 下 で活 動 が 始 め られ た。

1.相 談 利 用 状 況 に つ いて

令 和2年4月 か ら12月 ま で の 私 が担 当 した学 生 の 相 談 利 用 総 数(週5日 勤 務)は,の

べ375人 で あ っ た。 以 下 に相 談 利 用 の詳 細 を示 す 。

1)月 別 相談利用 数か ら

表1.月 別 相 談 利 用 数

4/」 5/」 6月 7月 8月 9月 10月 11/」 12月 合1,i

実 数

(人)

32 27 61 42 37 4 2 2 1 208

の べ 数

(人)

39 37 151 83 54 6 2 2 1 375
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本 来 な ら ば,前 年

度 か ら引 き続 い て 利 用

して い る学 生 の利 用 が,

新 年 度4月 か ら も継 続

す る もの で あ るが,コ

ロナ禍 の 状 況 に よ り4

月 後 半 か ら5月 上 旬 に

つ い て は,対 面 に よ る

面 接 指 導 を 中止 せ ざ る

を得 な くな り,電 話 対

応 に よ る教 員採 用 選 考

試 験 に関 わ る相 談 や 小

論 文 問題 の添 削 な ど,

対 面 で は な い メ ー ル や

電 話 に よ る活 動 が 中心

とな って い て,利 用 件

数 は伸 び悩 み の 状 況 で あ った(志 願 書 の 自己 ア ピ ー ル欄 の 添 削 や 小 論 文 添 削 につ い て は,

主 に教 職 カ ウ ンセ ラ ー の 方 々 に担 当 して い た だ い た)。

5月 に 入 り,大 学 の 授 業 にZoomが 取 り入 れ られ る よ うに な る と,教 職 支 援 セ ンタ ー 特

任 教 授 もZoomに よ る授 業 の 研 修 を受 け て,来 るべ き授 業 に備 え て は い た の だ が,教 育 学

専 攻 の 学 生 か ら 「Zoomに よ る個 人 面 接 指 導 を実 施 して も らえ な い か 」 とい う切 実 な 要 望

が あ が っ て きた 。 この切 な る要 望 が 教 職 支 援 セ ンタ ー を動 かす こ と に な った 。 一 人 の 学 生

の要 望 に呼 応 して,Zoomに よ る個 人 面 接 指 導 が 始 め られ,続 い て 集 団面 接 指 導 も開 始 す

る よ うに な って い っ た。

そ の 結 果,教 員 採 用 選 考 試 験 の1次 試 験 が 開 始 され る直 前 ま で,Zoomに よ る個 人 面 接

指 導 お よ び集 団 面 接 指 導 が,私 の業 務 予 定 にび っ し りと組 み込 ま れ た 。 表 に見 る よ うに,

6月 は61名 の 実 数,延 べ148名 に上 る学 生 とZoomに よ る指 導 を行 うこ とが で きた 。そ し

て,7～9月 の 利 用 数 に は,主 に教 員 採 用 選 考 試 験 の2次 試 験,3次 試 験 を 見 越 して の 指 導

とい うこ とで,一 次 選 考 を通 過 した 学 生 が,個 人 面 接,集 団 面 接 の 指 導 に 熱 心 に取 り組 ん

だ。

後 期 に入 り,対 面 授 業 も可 能 と はな っ た もの の,コ ロナ 感 染 予 防 の観 点 か ら授 業 の あ り

方 も十 分 に注 意 喚 起 を促 しなが ら活 動 す る こ と に な った 。 ま た,教 員 採 用 選 考 試 験 も9月
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末 か ら10月 にか け て 自治 体 ご と に採 用 内定 の 通 知 が あ り,合 否 結 果 を教 職 支 援 セ ン タ ー

に知 らせ に来 る4回 生 は い る もの の,相 談 利 用 者 に つ い て は,例 年 の よ う に少 な い状 況 で

あ った(教 職 カ ウ ンセ ラー が 主 体 とな っ て実 施 す る 「就 活 応 援 セ ミナ ー」 や 東 京 ア カ デ ミ

ー主 催 の 「有 料 講 座 」 に多 くの学 生 が 参 加 して い る) 。

2)所 属 別相談利 用数 か ら

表2.所 属 相 談 利 用 数

国文 英文 史学 教 育 心 理 音 楽 旧 立
ノ]里 食 物 生 活 生 活 現 代 法 学 合計

学 専 学 専 教 育 学 科 栄 養 造 形 福 祉 社 会 部 法

攻 攻 学 専 学科 学 科 学 科* 学 科 学科

攻

実 数

7 4 6 40 0 8 0 6 0 21 2 0 94
(人)

の べ 数

18 15 9 188 0 30 0 42 0 71 2 0 375

(人)

所 属 別 相 談 件 数 を見

て み る と 教 育 学 専 攻

(実 数40名,延 べ

188名),生 活 福 祉 学

科(実 数21名,延 べ

71名),食 物 栄 養 学 科

(実 数6名,延 べ42

名),音 楽 教 育 学 専 攻

(実 数8名,延 べ30

名)の 学 生 か らの 相 談

件 数 が 多 か っ た 。 教 育

学 専 攻 の学 生 につ い て

は,そ の多 くが 小 学 校

教 員 志 望 で あ る。ま た,

生 活 福 祉 学 科 の 学 生 及
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図2月 別所属 別相談 利用数

一175一



京都女子大学教職支援センター研究紀要(第3号)

び食 物 栄 養 学 科 の 学 生 につ い て は,私 が 担 当 す る 「教 育 実 習 論 』 とr教 職 実 践 演 習 』 の 授

業 で,中 ・高 の 家 庭 科 教 員 免 許 取 得 を 目指 す 学 生 た ち で あ り,授 業 で 馴 染 み の あ る学 生 も

い る も の の,そ の 多 くは養 護 教 諭 及 び栄 養 教 諭 を 目指 して い る学 生 で あ る。 小 学 校 教 員 で

あ れ,養 護 教 諭,栄 養 教 諭 で あ れ,各 自治 体 で 行 わ れ る面 接 試 験(個 人,集 団)や 集 団 討

論 とい っ た選 考 試 験 の 内 容 につ い て は,校 種 の 違 い は あ っ て も,教 員 と して の 資 質,適 性

を判 断 され る とい う こ とか ら,中 学 校 教 員 と して の経 験 や 教 員 採 用 を担 当 して い た とい う

経 験 が 活 かせ て い けれ ば と考 え取 り組 ん で い る。 ま た,教 職 課 程 の 履 修 者 数 に比 べ る と教

職 支 援 セ ンタ ー を利 用 す る学 生 が 多 い とは い え な い の が,文 学 部 の 国 文 学 科,史 学 科,英

文 学 科 の学 生 で あ る。 しか し,こ れ ら の学 生 につ い て は,学 科 の仲 間 の 多 くが 他 職 を希 望

し内 定 を勝 ち取 って い る中,「 教 師 に な るの だ 」 とい う明 確 な 意 志 を持 ち続 け,教 職 を 目

指 して い る学 生 た ち で あ る とい う こ とを踏 ま え支 援 して い る。

3)学 年別相談件 数

表3.学 年 別 相 談 利 用 数

1回 生 2回 生 3回 生 4回 生 5回 生 以 上 合計

実 数(人) 0 1 4 88 1 94

の べ 数(人) 0 1 4 363 7 375

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

5

0
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0
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2
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1

1回 生 2回 生 3回 生

■実数 ■のべ数

図3学 年別 相談利 用数

4回 生

務 を 学 生 に周 知 す る機 会 が 減 っ て し ま っ た こ とや,

学 年 別 相 談 件 数

につ い て は,今 年

度 につ い て は,断

然4回 生 へ の 対 応

に終 始 した 結 果 と

な っ た。

今 年 度,教 育 実

5回生以上 習 関 係 の ス ケ ジ ュ

ー ル が ,コ ロナ 禍

に よ り中止 や 延 期

とな り,教 職 支 援

セ ン タ ー の相 談 業

ま た 対 面 で は な い オ ン ラ イ ン授 業 や オ
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ンデ マ ン ド授 業 に な っ た こ とで,1回 生 か ら3回 生 にわ た っ て,教 職 支 援 セ ン タ ー を利 用

す る機 会 が減 少 した の も原 因 の一 つ で あ る よ うに思 わ れ る。

◎ あ る科 目等 履 修 生 へ の 取 組

今 年 度,科 目等 履 修 生 のr教 育 実 習 論 』 とr教 職 実 践 演 習 』 を担 当 す る機 会 が あ っ た

が,本 来 な ら教 育 実 習 ま で の 前 半 の4講 義 分 と教 育 実 習 後 の4講 義 分 を体 面 授 業 で 実 施

しな けれ ば な らな か った 。 しか し,科 目等 履 修 生 は,近 畿 圏外 に在 住 して い るた め 大 学

で の 講 義 を受 け る た め に は夜 行 バ ス 等 を利 用 して大 学 ま で来 な けれ ば な ら な か っ た 。 週

に1回 の講 義 の た め に京 都 ま で 出 て く るの は体 力 的 に も経 済 的 に も厳 しい も の が あ る と

感 じて い た 。 しか し,コ ロ ナ ウ ィル ス感 染 が 拡 大 す る状 況 下 で,対 面 授 業 が で きな くな

り,Zoom等 に よ るオ ン ラ イ ン授 業 や オ ンデ マ ン ド授 業 の代 替 措 置 が と られ る中 で,科

目等 履 修 生 と の教 育 実 習 論 の講 義 もZoomで 行 う こ と に な った 。 ま た,そ れ だ けで は な

く,教 職 支 援 セ ンタ ー で の学 生 対 応 も,教 員 採 用 選 考 試 験 に向 けて の面 接 指 導 や模 擬 授

業 指 導 に つ い て もZoomに よ って 取 り組 む こ と とな り,履 修 生 も熱 心 に 取 り組 ん で くれ

た 。 教 育 実 習 後 の講 義 や 後 期 か らの 『教 職 実 践 演 習 』 の 私 の担 当 す る授 業(対 面 授 業 を

基 本)で は,Zoomに よ るオ ン ライ ン授 業 で の 出 席 と し,毎 回 熱 心 に取 り組 ん で くれ た 。

コ ロナ 感 染 予 防 の視 点 か ら取 り組 まれ た オ ン ラ イ ン授 業 が 効 果 的 に機 能 した 例 と言 え る

の で は な い だ ろ うか。

◎ あ る学 生 へ の取 組

教 職 を 目指 す 学 生 に と っ て,教 員採 用 選 考 試 験 対 策 に取 り組 み始 め る時 期 につ い て は,

個 々 に違 い は あ る が,合 格 した4回 生 が3回 生 に語 る 「合 格 者 懇 談 会 」(今 年 度 は コ ロ

ナ の 関 係 で 「合 格 者 か らの メ ッセ ー ジ動 画 」配 信 に変 更)で の報 告 な どを 聞 い て い る と,

概 ね3回 生 の後 期 開 始 ころ か ら始 め て い る ケ ー ス が 多 い よ うで あ る。 そ の よ うな 状 況 の

中 で,よ り計 画 的 に教 員 採 用 選 考 試 験 の合 格 を 目指 した 取 組 を 地 道 に行 う こ とが 最 も合

格 を勝 ち取 る方 法 で あ る。 ま た,教 職 支 援 セ ンタ ー の 活 動 もそ うい っ た 学 生 を支 援 で き

る体 制 を と って い るが,今 年 度,7月 終 盤 の1次 試 験 の 発 表 間 近 に個 人 面 接 指 導 を受 け

持 っ た学 生 が い た。1次 試 験 で は,筆 記 試 験 と集 団 討 論(事 前 テ ーマ 出題)と い う内 容

で あ っ た が,「 自分 な りに全 力 を出 せ た」 とは言 って い た の だ が,い ざ,個 人 面 接 指 導

を行 っ て み る と,Zoomに よ る オ ン ラ イ ン指 導 で は あ っ た が,と に か く個 人 指 導 の 経 験

が な く,自 己PR,短 所 ・長 所,目 指 す 教 師 像 な ど,自 分 の 考 え を 話 す こ とが で きず,

涙 ぐむ状 況 で あ っ た。8月 に入 り,1次 合 格 を伝 えて くれ た そ の 学 生 に,何 と して も二

次 試 験 の合 格 を 目指 した 個 人 面 接 指 導 が 必 要 と感 じ,学 生 が 自主 的 に面 接 申 し込 み をす
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る前 に,こ ち らか ら指 定 して 日時 を決 定 し面 接 指 導 に取 り組 ん だ 。 短 期 間 で は あ るが,

私 の 想 像 を は るか に超 えた 本 人 の 練 習 の成 果 が 毎 回 の個 人 指 導 に現 れ,2次 試 験 の 直 前

に は,「 模 擬 授 業 と個 人 面 接 」 の 対 応 を ア ドバ イ ス す る所 が な い ほ どに 実 践 して 見 せ て

くれ た。10月 に入 り,そ の学 生 が 教 職 支 援 セ ンタ ー に,ニ コニ コ笑 顔 で 合 格 の報 告 に来

て くれ た 時 ほ ど,こ の仕 事 に つ い て 充 実 感 を感 じ る と き は な か っ た。

2.今 後 の課 題

私 の 勤 務 形 態 が,週5口 勤 務 と い う こ と も あ り,し か も後 期 に授 業 が集 中 して い るた め

に,前 期 は教 職 支 援 セ ン ター の業 務 に専 念 す る こ と にな っ て い る。 しか し,今 年 度 は,コ

ロナ ウ ィル ス感 染 予 防 の対 策 が と られ た こ と に よ り,教 職 支 援 セ ン タ ー の ガ イ ダ ンス,教

育 実 習 オ リエ ンテ ー シ ョ ン を は じめ,各 自治体 の採 用 選 考 説 明会(昼 休 み に実 施)等 も,

す べ て 中止 に な って しま った 。 中 で も,前 期 に実 施 予 定 だ っ た4回 生 の教 育 実 習,そ の 多

くが9月 以 降 に期 間短 縮 に よ る実 施 とな り,巡 回指 導 につ い て も大 学 の方 針 に よっ て 行 わ

な い こ と とな り大 変 残 念 で あ っ た 。

コ ロナ 禍 の状 況 下 で,Zoomを 利 用 した オ ン ラ イ ン指 導 が 始 め られ た 。5月 下 旬 か ら6

月,7月 中旬 に至 る期 間 は,教 員 採 用 選 考 試 験 の1次 試 験 に備 えて,学 生 の 面 接 指 導 希 望

が殺 到 す る状 況 とな っ た が,教 職 支 援 セ ンタ ー の 利 用 は,週1回 が 原 則 とな っ て い る。 ま

た,学 生 が履 修 して い る授 業 との 関 係 で,思 うよ う に教 職 支 援 セ ン タ ー を 活 用 で きな い の

が現 状 で あ る。 あ る学 生 グル ー プ は,個 人 面 接 指 導 の 時 間 を各 自が 確 保 しつ つ,集 団 面 接

指 導 に参 加 す る こ とで週 に2回 ～3回 の指 導 を受 け て い た,そ つ な い学 生 も見 られ た 。

◎ 指 導 時 間 と授 業 時 間 との 調 整

教 職 支 援 セ ン タ ー の学 生 対 応 時 間 は,10時 か らの 一 人1時 間 の 対 応 と して い る が,大 学

の講 義 時 間 との 時 差 が生 まれ る こ とか ら,学 生 が 指 導 の 予 約 を取 る時 間 帯 が 限 られ て く る

とい う問 題 が 生 じる。 一 人1時 間 の対 応 時 間 を40分 間 と し,大 学 の講 時 に合 わせ て 時 間

設 定 を考 え るの も検 討 の余 地 が あ るの で は な い か と考 え る。

◎ 今 後 の動 向 を 把 握 す る

令 和2年 度 の教 職 支 援 セ ン ター の活 動 が,新 た な体 制 で 実 施 され る予 定 で あ った が,コ

ロナ ウ ィル ス感 染 と学 内 の 集 団発 生 リス ク を避 け るた め に,授 業 開 始 日の 延 期 及 び対 面 授

業 に代 わ る,LMS等 を 活 用 した課 題 提 供 や 遠 隔 授 業 が始 ま る な か で の ス タ ー トと な っ た 。

この 中 で の活 動 が,今 後 ど の よ うな 状 況 に お か れ る こ と に な って も,教 職 を 目指 す 学 生 に

と って,少 しで も有 効 に機 能 す る よ う今 年 度 の 動 向 を今 後 継 続 して 積 み上 げて い くこ とが

必 要 と考 え る。

コ ロナ 禍 に あ って35人 学 級 が 実 現 す る運 び とな り,教 員 の定 数 増 が見 込 まれ る明 る い
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ニ ュー ス が あ る も の の,少 子 化 が進 む 中,教 員 採 用 予 定 数 は徐 々 に減 少 す る傾 向 に あ る。

教 職 を 目指 す学 生 に と って,今 後 よ り効 果 的 な 機 能 を発 揮 で き る教 職 支 援 セ ン タ ー に して

い きた い と考 えて い る。
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